
京都府教育委員会

子どもと社会を結ぶまなびづくり協議会

学校で活用学校で活用

出 前 授 業出 前 授 業

　子どもと社会を結ぶまなびづくり協議会「結ネット KYOTO」の出前授業に
関する情報等を、京都府教育委員会のホームページに掲載していますので、ぜ
ひ、ご覧下さい。

問い合わせ先

〒602-8570　京都市上京区下立売通新町西入藪ノ内町
【小・中学校】　京都府教育庁指導部学校教育課　TEL 075-414-5840
【高等学校】　京都府教育庁指導部高校教育課　TEL 075-414-5854

京都府教育委員会　結ネット

　「結ネット KYOTO」に参
加していただいている機関か
ら送付される文書には、可能
な限り、下のロゴを付けてい
ただくことになっています。
各機関から直接送付される文
書も参考にしてください。
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　　よりよい社会の構築に貢献できる力を育むために、専門家による出前授業を活用しましょう！　　よりよい社会の構築に貢献できる力を育むために、専門家による出前授業を活用しましょう！出前授
業

の例

いのちを考える教室いのちを考える教室 「コミュニケーションの取り方」「仲間づくり」「コミュニケーションの取り方」「仲間づくり」

弁護士の仕事とは弁護士の仕事とは

行政相談委員の活動行政相談委員の活動

犯罪被害者遺族の方から直接話を聞きます

・「人は、いつも誰かに支えられて生きている。」
この言葉はすごく心に響いた。

・「命は大切なのは当たり前。かけがえがないも
の。」ということを実感しました。いじめられて
いる人、無視されている人が近くにいたら助け
たいと思います。

みんなが仲良くなる、クラス対抗ハイタッチゲーム

・クラスみんながハイタッチをしていくゲ
ームは、全員が協力しないとできないの
で、とてもコミュニケーションが必要で
した。クラスが団結したと思います。

・ぼくは、あの授業で、誰とでも仲良くす
ることの難しさがわかりました。あの日
はできなかったけど、授業で学んだこと
をこれからのグループ活動などに活かし
ていきたいです。

講師の質問にカードで回答
・弁護士さんが言っていた「事実を証拠に
基づいて判断する」という言葉は心に残
っています。

・社会で少し裁判の勉強をしたのですが、
知らないことがまだまだたくさんあった
ので、色々知ることが出来ました。

・普段の授業では、なかなか自己表現できない子ど
もたちが、うれしそうに感性のまま活動する姿が
印象的でした。指示されてやるのではなく、子ど
もたちに進んで活動させるための大きなヒントを
いただけたと思います。

・活動にうまく参加できない児童につい目が行きが
ちなので、がんばっている子にも声をかけるとい
うコーチの姿勢を見習いたいと思いました。

・今まであまり「行政」のことについて知
らなかったけれど、専門の方から詳しく
教えてもらうことができて良かったです。

・今まで関係があまりないと思っていたけ
れど、私たちにも深く関係していること
が分かりました。

行政相談委員の手作り教材による行政相談クイズ

先生の声

・弁護士バッジに込められた「自由と正義」
「公平と平等」という意味を伝え生徒に
渡すと、興味津々に見ていました。そして、
普段使い慣れている用語をわかりやすく
表現する事の難しさを痛感しました。

講師の声

出前授業の申込について
次の頁以降の連絡先を参考に、該当機関に直接申し込んでください。

子どもと社会を結ぶまなびづくり協議会
「結ネットKYOTO」とは
　児童生徒に、よりよい社会の形成に参画する資質や能力を育成するため、関係機
関の協力を得て学習機会の充実を図ることを目的とし、平成22年に設置し、リーフレッ
トやホームページで学校への出前授業に関する情報を提供しています。

　子どもと社会を結びつけ
るためのネットワークを構築
するという意味を込めて命名
しました！
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各機関の学習テーマ、連絡先等 ①

機関名
ホームページアドレス 連絡先電話番号 学習テーマ 対象 実施可能日 所要時間（分） 準備物 実施可能地域 必要経費

京都地方検察庁
http://www.kensatsu.go.jp/
kakuchou/kyoto/

075-441-9286
◇法教育 ( 司法の役割、刑事裁判のルール、国民の司法参加 )
小学生向け：｢ルールは誰のもの？｣ ～みんなで考える法教育～ ( 教材 ｢友だち同士のけんかとその解決｣ ほか )
中・高生向け：｢法やルールって、なぜ必要なんだろう？｣～私たちと法～(教材｢司法｣｢裁判員として裁判に参加する｣ほか｣
◇模擬裁判、模擬取調べ　　　◇検察官の仕事

◇小学生（３年生以上）、
　中学生、高校生
◇教職員

平日
（休日は要相談）

授業時間に　
合わせます。 なし 府内全域 不要

京都地方法務局
http://houmukyoku.moj.go.jp/
kyoto/frame.html

075-231-0148 ◇法教育　・「約束」って何だろう？ －自分で決めたから自分で守る。－
　　　　　・身の回りにある法律的な問題　

◇小学生（５年生以上）、
　中学生、高校生

平日
約１か月前までに希望
日程を御連絡ください

授業時間に　
合わせます。

◇パソコン
◇プロジェクター
◇スクリーン　等

府内全域 不要

京都弁護士会法教育委員会
http://www.kyotoben.or.jp/syokai_
houkyouiku_top.cfm#a1 075-231-2378

◇弁護士の仕事、◇男女間の法律問題、◇身近で起こる人権の衝突、◇労働問題、◇消費者問題、
◇多重債務問題、◇刑事事件、◇裁判員制度、◇交通事故、◇家族・親子の法律問題、◇憲法、
◇主権者教育、◇その他
　※上記以外の授業や教職員向け研修についても応相談

◇中学生、高校生 要相談 授業時間に　
合わせます。 なし 府内全域

講師１名につき
日額１万円

（税別、交通費込）
日本司法支援センター
京都地方事務所（法テラス京都）
http://www.houterasu.or.jp/kyoto/

050-3383-5435
◇法教育
◇法テラス業務
　※内容は個別に応相談

◇中学生、高校生
◇教職員
◇保護者

要相談
約１か月前までに希望
日程を御連絡ください

応相談 ◇印刷物 府内全域
原則、不要

資料の印刷を
お願いします。

京都府金融広報委員会
http://www3.boj.or.jp/kyoto/koho/
index.html

075-212-5193

くらしに身近な金融や経済についての正しい知識、金銭や物に関する健全な価値観を身に付ける
ための講座

（例）◇「お金ってなに？」◇「おこづかい帳をつけよう」◇「欲しいものと必要なもの」　　　
　  　◇「生活設計について」◇「家計のシミュレーションゲーム」  ◇「生活に必要なお金」
　　  ◇「金融の仕組み」◇「これであなたもひとり立ち（社会に出るに当たって）」

◇小学生、中学生、高校生
要相談

約２か月前までに希望
日程を御連絡ください

40 分～ 90 分
御希望に応じて
設定できます。 

◇パソコン
◇プロジェクター
◇スクリーン　

府内全域 不要

金融・金銭教育、消費者教育に取り組むための情報提供、教員自身の生活設計のための講座
（例）【教職員向け】
◇「金融教育の実践事例の紹介」 ◇「金融・金銭教育のすすめ」◇「ライフプランについて」　　
◇「金融商品の種類」◇「投資・運用を儲けたら勝ちにしないための伝え方」

（例）【保護者向け】
◇「おこづかいの渡し方・使い方～おこづかいから始まる金銭教育～」
◇「どうする？子どもの金銭教育～子どもと『お金』の話をしよう～」

◇教職員
◇保護者

要相談
約２か月前までに希望
日程を御連絡ください

60 分～ 90 分
◇パソコン
◇プロジェクター
◇スクリーン

府内全域 不要

日本銀行京都支店
http://www3.boj.or.jp/kyoto/

075-212-5193

金融や経済の仕組みと働き、経済や景気に関する情報を提供する講座
（例）
◇「お札のヒミツ～おかねの一生～」
◇「お金はどこから？どこへ？～資金の循環を考える～」
◇「金融システム～金融機関の働きとは～」　　◇「日本銀行の仕事（機能・役割）」
◇「最近の金融経済情勢について」　※見学と合わせて実施することも応相談

◇小学生、中学生、
　高校生
◇教職員
◇保護者

要相談
約２か月前までに希望
日程を御連絡ください

60 分～ 90 分
◇パソコン
◇プロジェクター
◇スクリーン

府内全域
地域によっては、実施
時間を御相談させて
いただきます。　　

不要

日本年金機構京都南年金事務所
http://www.nenkin.go.jp/

075-644-1165 ◇知っておきたい年金のはなし ◇中学生、高校生 平日 50 分
◇パソコン
◇プロジェクター
◇スクリーン

府内全域 不要

京都府租税教育推進連絡協議会
http://kyoto-sosuiren.com/

075-441-9173
（租税教室）
◇小学生向け「くらしを支える税」など
◇中学生向け「政府の働きを支える税の役割とその仕組み」「私たちの生活と税の役割を考える」「公平な社会って何だ？」など
◇高校生向け「主権者として、納税の意義を考える」「公平な税制を考えてみよう」など
◇教職員向け（御要望に応じて）

◇小学生（６年生）、
　中学生、高校生
◇教職員

平日
（休日は要相談）

45 分～ 90 分
御希望に応じて
設定できます。 

◇パソコン
◇プロジェクター
◇スクリーン

府内全域 不要

日本弁理士会近畿支部
知財普及・支援委員会
http://www.kjpaa.jp/

06-6453-8200

「きみも今日からエジソン！」
◇発明することの楽しさを実感する。
◇弁理士が演じる寸劇により、アイデアを守る世の中の仕組みを理解する。
◇アイデアを守る世の中の仕組み、弁理士の果たす役割を知る。
◇世界の発明や身近な発明を体験する。

◇小学生（高学年）
要相談

できるだけ御要望に　
沿うよう調整します。

45 分
（調整可）

◇プロジェクター
◇スクリーン　等の投影機器 府内全域 不要

「発明工作授業」
◇課題（不便なこと）の解決方法は、決してひとつではないことを学ぶ。
◇失敗は常に成功の源であり、工夫することの大切さを学ぶ。
◇修復不可能な失敗でも、それがわかることに大きな価値、進歩があることを学ぶ。

◇小学生（高学年）、
　中学生

要相談
できるだけ御要望に　
沿うよう調整します。

45 分～ 90 分
（調整可）

◇工作用紙（１人２枚）
◇ビー玉（大きさのそろったもの、１人２０個程度）
◇はさみ　　◇テープ
◇筆記用具　◇のり　等

府内全域 左記準備物の費用
はご負担下さい。

「知的財産特別授業」
◇弁理士が演じる寸劇により、アイデアを守る世の中の仕組みを理解する。
◇アイデアを守る世の中の仕組み、弁理士の果たす役割を知る。
◇世界の発明や身近な発明を知る。

◇中学生
要相談

できるだけ御要望に　
沿うよう調整します。

50 分
（調整可）

◇プロジェクター
◇スクリーン　等の投影機器 府内全域 不要

「おにぎりパックの特許」
◇実際の特許紛争事件を題材にして弁理士が演じる寸劇により、アイデアを守る世の中の仕組み

を理解する。
◇発明が生まれる段階、また、発明を活用する段階において、弁理士の果たす役割を知る。

◇高校生
要相談

できるだけ御要望に　
沿うよう調整します。

50 分～ 90 分
（調整可）

◇プロジェクター
◇スクリーン　等の投影機器 府内全域 不要

国土交通省近畿運輸局
京都運輸支局
http://wwwtb.mlit.go.jp/kinki/
kyoto-honchosya/index.html

075-681-9765
◇地球温暖化と公共交通（バス・トラック・鉄道）
◇バリアフリー学習
◇物流ってな～に？

◇小学生
◇中学生
◇高校生

平日 応相談 テーマに応じて相談 府内全域 原則、不要

「ルールは誰のもの？」 法教育家族・親子の法律問題「約束」って何だろう？
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機関名 
ホームページアドレス 連絡先電話番号 学習テーマ 対象 実施可能日 所要時間（分） 準備物 実施可能地域 必要経費

京都地方検察庁 
http://www.kensatsu.go.jp/
kakuchou/kyoto/ 

075-441-9286
◇法教育 ( 司法の役割、刑事裁判のルール、国民の司法参加 ) 
小学生向け：｢ルールは誰のもの？｣ ～みんなで考える法教育～ ( 教材 ｢友だち同士のけんかとその解決｣ ほか )
中・高生向け：｢法やルールって、なぜ必要なんだろう？｣～私たちと法～(教材｢司法｣｢裁判員として裁判に参加する｣ほか｣ 
◇模擬裁判、模擬取調べ　　　◇検察官の仕事

◇小学生（３年生以上）、
　中学生、高校生 
◇教職員

平日 
（休日は要相談）

授業時間に　
合わせます。 なし 府内全域 不要

京都地方法務局 
http://houmukyoku.moj.go.jp/
kyoto/frame.html

075-231-0148 ◇法教育　・「約束」って何だろう？ －自分で決めたから自分で守る。－ 
　　　　　・身の回りにある法律的な問題　

◇小学生（５年生以上）、
　中学生、高校生

平日 
約１か月前までに希望
日程を御連絡ください

授業時間に　
合わせます。

◇パソコン 
◇プロジェクター 
◇スクリーン　等

府内全域 不要

京都弁護士会法教育委員会 
http://www.kyotoben.or.jp/syokai_
houkyouiku_top.cfm#a1

 

075-231-2378 

◇弁護士の仕事、◇男女間の法律問題、◇身近で起こる人権の衝突、◇労働問題、◇消費者問題、
◇多重債務問題、◇刑事事件、◇裁判員制度、◇交通事故、◇家族・親子の法律問題、◇憲法、
◇主権者教育、◇その他 
　※上記以外の授業や教職員向け研修についても応相談

◇中学生、高校生 要相談 授業時間に　
合わせます。 なし 府内全域

講師１名につき
日額１万円

（税別、交通費込）
日本司法支援センター 
京都地方事務所（法テラス京都） 
http://www.houterasu.or.jp/kyoto/

050-3383-5435
◇法教育 
◇法テラス業務 
　※内容は個別に応相談

◇中学生、高校生 
◇教職員 
◇保護者

要相談 
約１か月前までに希望
日程を御連絡ください

応相談 ◇印刷物 府内全域
原則、不要

資料の印刷を
お願いします。

京都府金融広報委員会 
http://www3.boj.or.jp/kyoto/koho/
index.html

075-212-5193

くらしに身近な金融や経済についての正しい知識、金銭や物に関する健全な価値観を身に付ける
ための講座 

（例）◇「お金ってなに？」◇「おこづかい帳をつけよう」◇「欲しいものと必要なもの」　　　
　  　◇「生活設計について」◇「家計のシミュレーションゲーム」  ◇「生活に必要なお金」 
　　  ◇「金融の仕組み」◇「これであなたもひとり立ち（社会に出るに当たって）」

◇小学生、中学生、高校生
要相談 

約２か月前までに希望
日程を御連絡ください

40 分～ 90 分 
御希望に応じて
設定できます。 

◇パソコン 
◇プロジェクター 
◇スクリーン　

府内全域 不要

金融・金銭教育、消費者教育に取り組むための情報提供、教員自身の生活設計のための講座 
（例）【教職員向け】 
◇「金融教育の実践事例の紹介」 ◇「金融・金銭教育のすすめ」◇「ライフプランについて」　　
◇「金融商品の種類」◇「投資・運用を儲けたら勝ちにしないための伝え方」 

（例）【保護者向け】 
◇「おこづかいの渡し方・使い方～おこづかいから始まる金銭教育～」 
◇「どうする？子どもの金銭教育～子どもと『お金』の話をしよう～」

◇教職員 
◇保護者

要相談 
約２か月前までに希望
日程を御連絡ください

60 分～ 90 分
◇パソコン 
◇プロジェクター 
◇スクリーン

府内全域 不要

日本銀行京都支店 
http://www3.boj.or.jp/kyoto/

075-212-5193

金融や経済の仕組みと働き、経済や景気に関する情報を提供する講座 
（例） 
◇「お札のヒミツ～おかねの一生～」 
◇「お金はどこから？どこへ？～資金の循環を考える～」 
◇「金融システム～金融機関の働きとは～」　　◇「日本銀行の仕事（機能・役割）」 
◇「最近の金融経済情勢について」　※見学と合わせて実施することも応相談

◇小学生、中学生、
　高校生 
◇教職員 
◇保護者

要相談 
約２か月前までに希望
日程を御連絡ください

60 分～ 90 分
◇パソコン 
◇プロジェクター 
◇スクリーン

府内全域 
地域によっては、実施
時間を御相談させて
いただきます。　　

不要

日本年金機構京都南年金事務所 
http://www.nenkin.go.jp/

075-644-1165 ◇知っておきたい年金のはなし ◇中学生、高校生 平日 50 分
◇パソコン 
◇プロジェクター 
◇スクリーン

府内全域 不要

京都府租税教育推進連絡協議会 
http://kyoto-sosuiren.com/

075-441-9173
（租税教室） 
◇小学生向け「くらしを支える税」など 
◇中学生向け「政府の働きを支える税の役割とその仕組み」「私たちの生活と税の役割を考える」「公平な社会って何だ？」など 
◇高校生向け「主権者として、納税の意義を考える」「公平な税制を考えてみよう」など 
◇教職員向け（御要望に応じて）

◇小学生（６年生）、 
　中学生、高校生 
◇教職員

平日
（休日は要相談）

45 分～ 90 分
御希望に応じて
設定できます。 

◇パソコン 
◇プロジェクター 
◇スクリーン

府内全域 不要

日本弁理士会近畿支部 
知財普及・支援委員会 
http://www.kjpaa.jp/

06-6453-8200

「きみも今日からエジソン！」 
◇発明することの楽しさを実感する。 
◇弁理士が演じる寸劇により、アイデアを守る世の中の仕組みを理解する。 
◇アイデアを守る世の中の仕組み、弁理士の果たす役割を知る。 
◇世界の発明や身近な発明を体験する。

◇小学生（高学年）
要相談 

できるだけ御要望に　
沿うよう調整します。

45 分
（調整可）

◇プロジェクター 
◇スクリーン　等の投影機器 府内全域 不要

「発明工作授業」 
◇課題（不便なこと）の解決方法は、決してひとつではないことを学ぶ。 
◇失敗は常に成功の源であり、工夫することの大切さを学ぶ。 
◇修復不可能な失敗でも、それがわかることに大きな価値、進歩があることを学ぶ。

◇小学生（高学年）、 
　中学生

要相談 
できるだけ御要望に　
沿うよう調整します。

45 分～ 90 分
（調整可）

◇工作用紙（１人２枚） 
◇ビー玉（大きさのそろったもの、１人２０個程度） 
◇はさみ　　◇テープ 
◇筆記用具　◇のり　等

府内全域 左記準備物の費用
はご負担下さい。

「知的財産特別授業」 
◇弁理士が演じる寸劇により、アイデアを守る世の中の仕組みを理解する。 
◇アイデアを守る世の中の仕組み、弁理士の果たす役割を知る。 
◇世界の発明や身近な発明を知る。

◇中学生
要相談 

できるだけ御要望に　
沿うよう調整します。

50 分
（調整可）

◇プロジェクター 
◇スクリーン　等の投影機器 府内全域 不要

「おにぎりパックの特許」
◇実際の特許紛争事件を題材にして弁理士が演じる寸劇により、アイデアを守る世の中の仕組み

を理解する。
◇発明が生まれる段階、また、発明を活用する段階において、弁理士の果たす役割を知る。

◇高校生
要相談 

できるだけ御要望に　
沿うよう調整します。

50 分～ 90 分
（調整可）

◇プロジェクター 
◇スクリーン　等の投影機器 府内全域 不要

国土交通省近畿運輸局 
京都運輸支局 
http://wwwtb.mlit.go.jp/kinki/
kyoto-honchosya/index.html

075-681-9765
◇地球温暖化と公共交通（バス・トラック・鉄道） 
◇バリアフリー学習 
◇物流ってな～に？

◇小学生 
◇中学生 
◇高校生

平日 応相談 テーマに応じて相談 府内全域 原則、不要

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ） （ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）
（ ）
（ ）

（ ）

人生のシミュレーションゲーム きみも今日からエジソン租税教育日本銀行の仕事
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各機関の学習テーマ、連絡先等 ②

機関名
ホームページアドレス 連絡先電話番号 学習テーマ 対象 実施可能日 所要時間（分） 準備物 実施可能地域 必要経費

公正取引委員会事務総局
近畿中国四国事務所
http://www.jftc.go.jp/regional_offi  ce/kinki/gakkou.html

06-6941-2173
◇将来、経済活動に参加する際に、社会人として独占禁止法を遵守するとともに、消費者として

厳しい目で商品選択を行うことができるよう、独占禁止法の意義と役割を理解してもらう。
◇ゲーム形式で生徒が経営者の立場になってライバル企業との競争方法を考える。
◇公正取引委員会の調査手法の紹介　等

◇中学生、高校生 平日 50 分程度
（要相談） なし（当方で準備） 府内全域 不要

総務省京都行政評価事務所
http://www.soumu.go.jp/kanku/
kinki/kyoto.html

075-802-1188
行政の仕組みやサービスに対する苦情や意見要望を公正中立な立場で受け付け、行政の改善を進
める「総務省の行政相談」について学び、日常生活に活かしてもらう講座
◇日常生活と行政の関わり　　◇行政相談とは
◇行政相談委員の活動　　　　◇具体的な相談とその解決事例

◇小学生（４年生以上）、
　中学生、高校生
◇教職員◇保護者

要相談
約２か月前までに希望
日程を御連絡ください

45 分～ 50 分
御希望に応じて
設定できます。 

◇スクリーン又は電子黒板
パソコン・プロジェクター
は当事務所が持参します。

府内全域
地域によっては、実施時間を
御相談させていただきます。

不要

京都府府民生活部安心・安全まちづくり推進課
http://www.pref.kyoto.jp/anshin/
higaishatorikumi.html
京都府警察本部警務課犯罪被害者支援室

075-414-5076

075-451-9111
（内線 2674）

◇いのちを考える教室
　犯罪被害者遺族等の講演を聞き、人とのつながりの大切さ、自分や他者のいのちの大切さを感

じ、被害者にも加害者にもならないという規範意識を育むことを目的としています。

◇中学生、高校生
◇教職員
◇保護者

要相談
50 分程度

御希望に応じて
設定できます。 

◇マイク
◇演台 府内全域 不要

京都府警　各警察署
京都府警警察本部　交通企画課交通安全教育センター

各署交通総務係又は交通指導係

075-451-9111
（内線 5073）

◇交通事故防止に関すること ◇小学生、中学生、高校生
◇教職員 ◇保護者 要相談 45 分～ 90 分 テーマに応じて相談 府内全域 不要

京都府建設交通部交通政策課
http://www.pref.kyoto.jp/
tdm/1274237655164.html

075-414-4368
◇わたしたちの住んでいるまちを知ろう～公共交通を通じて～
◇わたしたちのまちの交通のようす～地域の足を守る鉄道やバスの仕事～
◇私たちの生活と環境～公共交通を通じて～
◇暮らしを支える交通の役割　 ※バス車両等の実物を使った授業も可能(要相談) 

◇小学生 平日 90 分程度 ◇プロジェクター　　　　
◇スクリーン　等 府内全域 不要

京都府府民生活部消費生活安全センター
http://www.pref.kyoto.jp/shohise/
index.html

075-671-0030
◇若者に多い消費者トラブルの最新事例と対処法（ネット通販、マルチ商法等）
◇契約の基礎知識（未成年者の契約、電子マネー、クレジットカードのしくみ等）
◇消費者の権利と責任、消費者市民社会（持続可能な社会に向けての消費行動等）
◇くらしの科学体験講座（ジュースの甘さ調べ等）

◇小学生、中学生、高校生
◇教職員
◇保護者

原則、平日
（９時～ 17 時）
( 土日祝は要相談）

通常１時間程度
御要望の時間に
合わせます。　

テーマに応じて相談 府内全域 不要

京都府政策企画部企画統計課
http://www.pref.kyoto.jp/t-ptl/
kodomo/demae/demaetop.html

075-414-4487 ◇統計調査やグラフを理解するためのワンポイント講座
　（地域のデータにクイズでチャレンジ等） ◇小学生、中学生 要相談 30 分～ 45 分

（応相談）

◇パソコン
◇プロジェクター
◇スクリーン

府内全域 不要

朝日新聞京都総局 075-211-3351
◇新聞社の仕事
◇新聞の読み方
◇見出し・記事の要約作り

◇小学生、中学生
（高校生も可能な場合も）
◇教職員（要相談）

平日（９時～ 15 時） １学級に付き、
原則１時限～２時限

◇ DVD デッキ
◇パソコン
◇スクリーン

府内全域 不要
（原則、新聞社負担）

京都新聞社 075-241-5295 ◇新聞の読み方　　 ◇小学生、中学生、高校生
◇教職員 要相談 応相談 応相談 府内全域 要相談

毎日新聞社京都支局 075-211-3151 ◇新聞ができるまで
◇記者の仕事

◇小学生（５年生以上）、
　中学生、高校生
◇教職員 ◇保護者

要相談 45 分～ 60 分 テーマに応じて相談 府内全域 資料印刷代
（テーマによる。）

読売新聞大阪本社及び京都総局
本社広報宣伝部

06-6361-1111
京都総局

075-231-1111

◇新聞を活用した授業
◇新聞の作り方
◇記者の取材活動・体験について

◇小学生、中学生、高校生 早めの申し込みを
お願いします。 50 分程度 なし 府内全域 適宜

京都府地球温暖化防止活動推進センター
http://www.kcfca.or.jp 075-803-1128

地球温暖化問題とその対策を学ぶ（体験や実験を交えたプログラムの実施）
◇フォトランゲージで地球温暖化の原因と影響を学ぶ　◇グリーンカーテンで夏を涼しく
◇家庭でできる省エネは？（KJ法を使って）　◇電気を作ってみよう（自転車発電体験）
◇家庭の電気の使い方について（ワットチェッカー等ではかってみよう）
◇フード・マイレージってなんだろう（ゲームで学ぶ）

◇小学生、中学生、高校生
◇教職員

要相談
できるだけ御要望に　
沿うよう調整します。

45 分～ 90 分
（学習内容による）

◇プロジェクター
◇スクリーン　等 府内全域

不要
ただし、対応できる件
数に制限があります。

京都サンガF.C. サンガつながり隊
http://www.sanga-fc.jp/
development/tsungari/index/

普及部
サンガつながり隊

0774-55-7621

◇からだを動かすレクレーション、トレーニングを京都サンガＦ.Ｃのコーチが行います。サッ
カーを題材にして、子どもたちが「自分で考え、行動する力」「人とのコミュニケーションの
取り方」「仲間づくり」を学びます。　※サッカーの技術指導は行いません。

◇指導者向けの講習会・研修会（講演、ディスカッション）◇保護者向け教育をテーマにした講習会や親子
サッカー教室

◇小学生
（複数学年合同授業も可能）
◇教職員等◇保護者

要相談
原則 90 分

御希望に応じて
設定できます。 

グランド
（雨天時は体育館） 府内全域

不要
遠方、宿泊を伴う時、交通費・
宿泊費が必要な場合あり  　

特別非営利活動法人
和装教育国民推進会議
http://wasoukyouiku.jp

075-361-2928 ◇ゆかたの着装指導 ◇中学生
◇教職員 要相談 120 分 ◇ゆかた、帯一式 府内全域 不要

（生徒向けは有料）

公益社団法人京都モデルフォレスト協会
http://www.kyoto-modelforest.jp/ 075-823-0170

◇森林の働きを知る（水源かん養、地球温暖化防止など）
◇学校の近くや校外に出かけての自然観察など森や自然の専門家（｢森の人材バンク｣登録団体

等)のお話を聞く　など

◇小学生、中学生、高校生
◇教職員 ◇保護者 要相談 応相談 なし 府内全域 不要

京都府選挙管理委員会事務局
http://www.pref.kyoto.jp/senkyo/ 075-414-4450 「選挙のしくみ等についての講義（○×クイズ等）」

「模擬投票の実施」
◇小学生、中学生、高校生
◇教職員

要相談
約２か月前までに希望
日程を御連絡ください

応相談 なし 府内全域 不要

独占禁止法教室 くらしの科学体験講座暮らしを支える交通の役割交通安全教室
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機関名
ホームページアドレス 連絡先電話番号 学習テーマ 対象 実施可能日 所要時間（分） 準備物 実施可能地域 必要経費

公正取引委員会事務総局
近畿中国四国事務所
http://www.jftc.go.jp/regional_offi  ce/kinki/gakkou.html

06-6941-2173
◇将来、経済活動に参加する際に、社会人として独占禁止法を遵守するとともに、消費者として

厳しい目で商品選択を行うことができるよう、独占禁止法の意義と役割を理解してもらう。
◇ゲーム形式で生徒が経営者の立場になってライバル企業との競争方法を考える。
◇公正取引委員会の調査手法の紹介　等

◇中学生、高校生 平日 50 分程度
（要相談） なし（当方で準備） 府内全域 不要

総務省京都行政評価事務所
http://www.soumu.go.jp/kanku/
kinki/kyoto.html

075-802-1188
行政の仕組みやサービスに対する苦情や意見要望を公正中立な立場で受け付け、行政の改善を進
める「総務省の行政相談」について学び、日常生活に活かしてもらう講座
◇日常生活と行政の関わり　　◇行政相談とは
◇行政相談委員の活動　　　　◇具体的な相談とその解決事例

◇小学生（４年生以上）、
　中学生、高校生
◇教職員◇保護者

要相談
約２か月前までに希望
日程を御連絡ください

45 分～ 50 分
御希望に応じて
設定できます。 

◇スクリーン又は電子黒板
パソコン・プロジェクター
は当事務所が持参します。

府内全域
地域によっては、実施時間を
御相談させていただきます。

不要

京都府府民生活部安心・安全まちづくり推進課
http://www.pref.kyoto.jp/anshin/
higaishatorikumi.html
京都府警察本部警務課犯罪被害者支援室

075-414-5076

075-451-9111
（内線 2674）

◇いのちを考える教室
　犯罪被害者遺族等の講演を聞き、人とのつながりの大切さ、自分や他者のいのちの大切さを感

じ、被害者にも加害者にもならないという規範意識を育むことを目的としています。

◇中学生、高校生
◇教職員
◇保護者

要相談
50 分程度

御希望に応じて
設定できます。 

◇マイク
◇演台 府内全域 不要

京都府警　各警察署
京都府警警察本部　交通企画課交通安全教育センター

各署交通総務係又は交通指導係

075-451-9111
（内線 5073）

◇交通事故防止に関すること ◇小学生、中学生、高校生
◇教職員 ◇保護者 要相談 45 分～ 90 分 テーマに応じて相談 府内全域 不要

京都府建設交通部交通政策課
http://www.pref.kyoto.jp/
tdm/1274237655164.html

075-414-4368
◇わたしたちの住んでいるまちを知ろう～公共交通を通じて～
◇わたしたちのまちの交通のようす～地域の足を守る鉄道やバスの仕事～
◇私たちの生活と環境～公共交通を通じて～
◇暮らしを支える交通の役割　 ※バス車両等の実物を使った授業も可能(要相談) 

◇小学生 平日 90 分程度 ◇プロジェクター　　　　
◇スクリーン　等 府内全域 不要

京都府府民生活部消費生活安全センター
http://www.pref.kyoto.jp/shohise/
index.html

075-671-0030
◇若者に多い消費者トラブルの最新事例と対処法（ネット通販、マルチ商法等）
◇契約の基礎知識（未成年者の契約、電子マネー、クレジットカードのしくみ等）
◇消費者の権利と責任、消費者市民社会（持続可能な社会に向けての消費行動等）
◇くらしの科学体験講座（ジュースの甘さ調べ等）

◇小学生、中学生、高校生
◇教職員
◇保護者

原則、平日
（９時～ 17 時）
( 土日祝は要相談）

通常１時間程度
御要望の時間に
合わせます。　

テーマに応じて相談 府内全域 不要

京都府政策企画部企画統計課
http://www.pref.kyoto.jp/t-ptl/
kodomo/demae/demaetop.html

075-414-4487 ◇統計調査やグラフを理解するためのワンポイント講座
　（地域のデータにクイズでチャレンジ等） ◇小学生、中学生 要相談 30 分～ 45 分

（応相談）

◇パソコン
◇プロジェクター
◇スクリーン

府内全域 不要

朝日新聞京都総局 075-211-3351
◇新聞社の仕事
◇新聞の読み方
◇見出し・記事の要約作り

◇小学生、中学生
（高校生も可能な場合も）
◇教職員（要相談）

平日（９時～ 15 時） １学級に付き、
原則１時限～２時限

◇ DVD デッキ
◇パソコン
◇スクリーン

府内全域 不要
（原則、新聞社負担）

京都新聞社 075-241-5295 ◇新聞の読み方　　 ◇小学生、中学生、高校生
◇教職員 要相談 応相談 応相談 府内全域 要相談

毎日新聞社京都支局 075-211-3151 ◇新聞ができるまで
◇記者の仕事

◇小学生（５年生以上）、
　中学生、高校生
◇教職員 ◇保護者

要相談 45 分～ 60 分 テーマに応じて相談 府内全域 資料印刷代
（テーマによる。）

読売新聞大阪本社及び京都総局
本社広報宣伝部

06-6361-1111
京都総局

075-231-1111

◇新聞を活用した授業
◇新聞の作り方
◇記者の取材活動・体験について

◇小学生、中学生、高校生 早めの申し込みを
お願いします。 50 分程度 なし 府内全域 適宜

京都府地球温暖化防止活動推進センター
http://www.kcfca.or.jp 075-803-1128

地球温暖化問題とその対策を学ぶ（体験や実験を交えたプログラムの実施）
◇フォトランゲージで地球温暖化の原因と影響を学ぶ　◇グリーンカーテンで夏を涼しく
◇家庭でできる省エネは？（KJ法を使って）　◇電気を作ってみよう（自転車発電体験）
◇家庭の電気の使い方について（ワットチェッカー等ではかってみよう）
◇フード・マイレージってなんだろう（ゲームで学ぶ）

◇小学生、中学生、高校生
◇教職員

要相談
できるだけ御要望に　
沿うよう調整します。

45 分～ 90 分
（学習内容による）

◇プロジェクター
◇スクリーン　等 府内全域

不要
ただし、対応できる件
数に制限があります。

京都サンガF.C. サンガつながり隊
http://www.sanga-fc.jp/
development/tsungari/index/

普及部
サンガつながり隊

0774-55-7621

◇からだを動かすレクレーション、トレーニングを京都サンガＦ.Ｃのコーチが行います。サッ
カーを題材にして、子どもたちが「自分で考え、行動する力」「人とのコミュニケーションの
取り方」「仲間づくり」を学びます。　※サッカーの技術指導は行いません。

◇指導者向けの講習会・研修会（講演、ディスカッション）◇保護者向け教育をテーマにした講習会や親子
サッカー教室

◇小学生
（複数学年合同授業も可能）
◇教職員等◇保護者

要相談
原則 90 分

御希望に応じて
設定できます。 

グランド
（雨天時は体育館） 府内全域

不要
遠方、宿泊を伴う時、交通費・
宿泊費が必要な場合あり  　

特別非営利活動法人
和装教育国民推進会議
http://wasoukyouiku.jp

075-361-2928 ◇ゆかたの着装指導 ◇中学生
◇教職員 要相談 120 分 ◇ゆかた、帯一式 府内全域 不要

（生徒向けは有料）

公益社団法人京都モデルフォレスト協会
http://www.kyoto-modelforest.jp/ 075-823-0170

◇森林の働きを知る（水源かん養、地球温暖化防止など）
◇学校の近くや校外に出かけての自然観察など森や自然の専門家（｢森の人材バンク｣登録団体

等)のお話を聞く　など

◇小学生、中学生、高校生
◇教職員 ◇保護者 要相談 応相談 なし 府内全域 不要

京都府選挙管理委員会事務局
http://www.pref.kyoto.jp/senkyo/ 075-414-4450 「選挙のしくみ等についての講義（○×クイズ等）」

「模擬投票の実施」
◇小学生、中学生、高校生
◇教職員

要相談
約２か月前までに希望
日程を御連絡ください

応相談 なし 府内全域 不要

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）（ ）

（ ）

（ ）

統計クイズでまちを知ろう 浴衣の着装指導フード・マイレージ学習模擬投票


